
114.新旭町二子塚古墳出土

環頭大万の保存処理

rEJゐ郎新lむ町二子塚古Jj'HH成後の開;!ff.事業によリ消

滅している。本古.tl'tより有?，:i:i9ilt、をふくむm忠総数点;

とJJ;1lil'i大刀が，'Ji:l:しており、これらの泣物は準いにも

地元の人によって保取され、新l也町教脊委只会で係官:

されている。二子塚古.11'(の消滅11寺j切についてはIltl利31

ip矧と伝えられ、 ~lìiJi大刀は iltr紙に包まれ綿をクッシ

ョンとして半般のt'f'ì~;に入れて d保管 ・ 収蔵されてきた

が刀身が三枚に抑れるなどI時の経過とともに紛の進行

がみられた。 そのため、現状を記録しさらに恒久的な

依存処理!の対策が姿さ返された。滋賀県内政文化M・セン

ターでは保存処恐[S(Ii設として、鉄器の減反tMII旨合校4皇
位、鈴]収リのためのエアープレイシブ装訟などの般協

が備えられ、出土鉄454の保存処理日を笑総している。今

回のJ.!dliti大刀の保存処理!は当センターで行ない、本意::

でlJlA止の観祭と処理工艇の概略を貌i侍する 。

滋t'i県における!JI9Ji大刀の出土は、竜王11町$filLJ古庁t
:.1:¥ ;I.:lfl総苦言頭、広島町問船荷山古Jfi出ニiニ双ii'd綴煩大刀 、

楽*1町新聞 2号約出土紫:6;iilJi大刀、そして本稿でとり

上げる;fJí池町二子塚古噴出土環~Ji大刀の 4 (9IJが鈎lられ

る。さらに市ìilnlï.ìtl分古布HB ニ[.~，;総のなかに紫ßi'ljiJi大

刀 が4点ふくまれる可能性があるとお守摘されている (

泊:1 )。

1.現状の観察

二子塚古脱出土J.).1頭大刀の環liJ:i部は:長さ 12cm、環日;!i

形式は鈎て'磁われているため不明ru;そである 。 1t~制裟な

どの装飾Ij:{i存認できず鉄司Olliのみと忠われる。l;;-a兵2定
資ISI立良好に*iUをig存し目安{が"!'l;位した状態でとどま

り、 IT:;l4cmの犯縁が把木を洛いている。 またところど

ころ拠納時に包まれたと忠われる布 (24X 34 :総糸数

×絞糸数)が鈷イむし瓜湖、として付務している。1誌の百IS

分には深い亀裂が$じ分間iされている。さらに最近生

じたと思われる亦おljが部分的に浮き出ている。

大刀昔11は銭lH1cm、先端より約 8cmで切mし、刀身

中央あたりで斜方向に制れているが、 wr研1の状態から

みると比較的新しい;lmi1.と忠われる。刀身{立大きく 三

枚におろした綴に板状となリふく tLJ:.ーがっている。2さ
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鉄器の室奪取り用エアープレイシブ装置

脅11には把オミの痕跡を殺し自主fをとどめている。芸と 7J

身との段抗lに級金具の袋7i'1Mがみとめられる。 なお刀

身全T耐に結未のオヴfがf古川している。

4巴の5延長{ま不明であるが、会長は60cI11内外の比較的

~i.~、JJ;UíIi大刀であ っ たと liÞ.定される 。 その他に 10:数片

の破片があり刀身と桜併が官{能なむのが存抗する。

保存処週!を附昔fパーる事前閥抗として X線透過写真の

鉛ii診を行な った。 とくに"JJ.1jifi古都のあ!iの下に隠された形
~1 fJ'ι 

状の調在i主、あ1/1欣リの作業を行なううえで、また象f絞

めキT~~などを隊認するうえで必要とされる工れである 。

近年、X紙!iti巡りY-t:により象以銘が発見されたリ、技

法上の|封i題点を I~平 I~Iする手段としてザï~~J な日間往法とさ

れる 。 これらの併前調蕊をふまえて保存処疋~の方針を

考古学分野からの匁I見および助言 を得て検討した。
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2.保存処理の方針

， jíj:ífiで述べた現状の脱税により劣化のf~ù段、付着物

の状態などを犯似して‘保存処:r.rrカードに記入し写主主

および実illリ闘を添えて記伶f;似とした。只.体的な処理!

Jr 量1"Ij: 1~1'ï=処:rl!Tf'.lと必おむねf;iJf，)'!てーあり 、処理11に裂

する，ì/'i j寸料の~~}~と検討を JJlIえた o ~J!1取りの脱皮は、

.f'~liiJi ;'l~の j惨状が x ~~j韮ill'lj:れにより I~I らかになっ た も
CI.t:. J'~ '、

のの1私lj:.なお!jにyu.われている ζ とから 、ニの作業・はお11

心のti:怠を裂し、また71-!?古11の給水の狼・跡などは現状

を斜1;持する )f~で強化して~l < )j~1 とした。
3.保存処理と修復

1.H絞め l応似t(主、 }'I!.I俗J~~えと:J\土f去の{呆37F状況に大き

く友-hされる. :1\.1".地の上!i~成分としての広分、材質

的な問題、JlI¥納を.u:附した Lのなど鉄協の発綴現場の

環境が反映してJ五リ、 i立物の劣化の状態{主将々多様で

ある.とくに:1'.1二地の極分{卓造物の中jこ銭千百し、発機

後大気中の骨量ぷや水分とJlPN~に反応し合い、急速に劣

化を J立ばすことは附知の・WJ~である.

こうした鉄総の劣化に対処する方法として遺物の保

存処理法が制。允されてきた.現時点では;i)(良とされる

3明

実 測 図

鉄線のj成圧lutlJ官会対法はすでに十数年の研究を総て各

文化財の研究機関で災自白さ uている..P;;'I副大刀の保存

処理はこのi山正樹脂frut去をj必JHしその作業工伎を述

べる。

a IIlO;¥，t処製 鉄協の ~l(li および内側に合まれる I品分

の除去を目的とし、*-刊をfじリチウムによる 11処封iEを行な

った。この )í ì:HtìiH物'1 ' の ij~.!-iと7](般化 リ チウムとを

化合させ除去するむので、*"量化リチウムのアルコー

Jレ jt~ ìI:主に品~J 1ヶ月間以il'tし、次にお耐をメチルアルコ

ールで洗浄し陀燥させた.

b紛取リ 41~Ji人:})(j::lU'.1金本11"iJlIlIlfl*正iE'lしている
ため現状の鋭紛のlJi日でふれたように非常に脆くなっ

ている。刀身および芸郊のはほ令l耐に本11がみられる

ためニッパーなどの lて~~によらず、エアープレイシブ

裳i伐を使い空気圧を，~~税しながら 11'li を進めた.この

機2~の締法は、仔.鉛i集会i を般化アルミの微細な粉末と

ともに誕11も‘ノズルから明111させて鈷を吹きと lますとい

ったもので、利点としてP(t:1I悦とH:1Jが1'1rlJに調節で

き微妙な形状の遺物、脆いj立物にj~i'収を与-えずM を取

リ除くことができることなどカ・あげらJtる.
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刀身の接合作業
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環頚大力(左・保存処理前、右・処理後)

l_~'19.i'i宮1)のMI取 り は 、 X 線透過写真を参!!(l. しながら悦

!]"lに作業を進めた。

c 減圧樹JI旨合反~ j:_9;採のtmm含授は、i立物の表面や

内部の微細!な亀裂および問|療を合成|削除で組めること

により強化をはかり 、表i1iiにii，lf.<樹JI旨被膜をつくり外

気と巡臨時し劣化を防止することが目的である。鉄総を

防fJI清治液の中に漬けるだけでは不充分で、減圧するこ

とにより遺物内の空気抵抗を下げ翁11奇ISにまで樹JI行が行

きわたるのである。t!:~J，度 i封切O棚Ilg とし 、 使用した

合成問JI行は非水系アクリル樹JI旨(ノfラロイド ・NAD-
10)で減圧処理回数は 3回繰り返して行な った。

県JAi蔵文化財センターに設泌されている減!玉樹脂合

技装置は、タン7の谷iitとして 、内後30側、長さ 120

cmの阿筒形のもので、i?:智弘の形状が大刀のように長い

逃物や鉄jj~など相当記;がーj立にタン 7 内におさまり能

率的である。付属機総として 、 J'~:~出IIIEE式ポンプ、 圧

力号，-(7ノメ ーター)がある。

d核合 刀身者1'>1立三枚に制れそれぞれ変形している

ため|日状に復することができず、そのため接合は点桜

7j!:iとし、まず三枚の刀身昔日材・を合わせた。〆j、破片は，

|邸前1の形状鋭祭によって被合Wi所の明らかな音11分を織

すiしてゆき 、それぞれ刀身を構成するill要な位tUを占

めるものも見られた。才長~i~Jt:t刀身を支えるためある

わ11変強度を必姿としたため 、 エポキシ系桜~1責IJ (アラ

ルダイ ト・ラピッド )を使用した。核合作業lま粘土板

の上で行ない綾子百制が硬化するまでi'!7'fa:しておき 、会

体のバランスを考慮し作業を進めた。

刀身の~Jf~によリ内部に法院ができて 、 その~~llIJが
'"て1.

余りにも大きいため樹1mによる過剰な光検はひかえた。

e仕上げ f核安合許部!目11はま周問と繍祁するように鍬料料.およ

ひ

きたすことのない絞l皮支と したが、f.1d必の保存のために

は樹JI行で以〈被肢をつくることが留ましい 。

f保管 保存処理rrを終えたj立物を充分乾燥させ、一

定期間観祭したのち 、新1i!!.1町教育:委員会によリ用泣き

れた保管J周アクリルケースに入れ、同時に t，(t1;:l.:・汚1) (シ

リカゲル)を封入した。問アクリル裂のケース{ま、保

ffと展示を兼ねるよう工夫されており欽絡め保官2に過

した低減皮の環境下に逝くことができるものである。

保存処理がなされた逃物といえども永久的に安定化

し鈴などの心商dがなくなったわけではない。1・?米にわ

たリ定期的な観察を継続し、乾燥奇IJを新鮮なものと取

り換えるなどの配慮が必要とされる。背色シリカゲJレ

はl吸泌すると淡紅色となり、乾燥斉IJとしての効果が失

なわれるためJ~t燥機中で加熱し脱水させる必要があり 、

丙利用のできるむのである。鉄線の保管ーには舵tl:剤の

色の変化に注意するとともに 、展示品として前用する

場合i主将抗日どきなど滋l支のi弱い時期はできるだけ避け
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環頭部(左・保存処理前、右・処理後)
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るか、展示期間を知紛iすることも考慮すべきである。

4，まとめ

鉄器の保存処理工f.H立、次の司徒に示すように多くの

作業内谷となっている.今回、保存処理を実施した新

勉町二子縁台坑IHょの環!lfi大71における'JI.前潟交で、

X線透過写.aにより ~lffiの}惨状が明らかに浮かび出た。

従来、 E府民形式が「環頒'jl鳳文透大7JJ と報告され

てきたが(:1:2)、「三然環波大7JJ と判明した。環顕

の形式分知は、*永松総務 r.mllli・日本上代の武線』

に分lW& として~U ，I~され、三業形式に対し単E弘文など

のj形象系のむのは別系統として扱っている。

滋rl~ll~においてニ三議形式の環以11本件が11住ーである

が、 隙 l'，~である t\\~I:からは阿形式のlJ;i~TIの IIIゴニが報告

されている。間以巡!倣IlII上中町メLlll塚古ij初、らの出土

例があリ(正l:3 )、近辺に |・神ノ必IJji.llなど手if名な古境

が数多く 1[..(，:する。

この級に X線.ilV~"j:Ù:が1~~存処政の;.，手前捌査のため

だけでなく巧'r~'資料に対し If~~止の杷t11tはもとより 、 技

法上の;即日間を解明して行くためギi効に利用されてき

つつある. 'Jì. ljíJ~1tがg(C~ になされることにより保存

処政の方針が立てられ、さらに実際的な処理の段階へ

と作業が進められる.

鉄~Ïtの保存処理の対象は、:1I -1~_から長期間経過して

処理が実泌さ II る L のと、~!総llH灸よリ応急的な処訟

を含めて実~されるむのとがある.

*~大切に似1í:されてきたむのを点検のため開けた

ところ、鉄?~が粉々となり 1川止をとどめないまで分解

していたという・W~!.. あり、今回、処理g を災地した環

政大刀 li分解ζ そしていないがH米その危険性が十分

あリ判久的な保存処JlIlが:長崎されたゆえんである。保

~;rtl に分解した j品物で~~~Ii当初のりおや記2占を予がか

りに修lUが可能なiVrf干もあリ、 1m)'，・の保存に L万全を

JTIする.Il・:l!5がある。

-11述f~事の ~~~ILi.I'，j 千f.で鉄総カ'/lU: した場合、写真お

よび実illilを終えてから11¥{り |ニげられるが、劣化し!ぬく

なっているものは川IJIIの士とともにlfl{リ上げ侃燥させ

てシリカゲルなどの舵総点1Iを入れ、 -11白子的な保管とし

て十日久的な保存虫s，.Jl1lを待つなどの手だてが必婆である。

i立物の税JlI!段Ill'iで実 ;11111設を作成するとき、 iEfì(~な形状

を君主:IlさせるためよLアープレイシブ装;itで土や銭を除

去し、同時tニη.氏によるJ己1止をとるが.水質や布の{寸

~i がlJl~t されたt持介、あらかじめ鋭取リのれf!f、{寸着

物の状態を縫えておく必袋がある.発J総後すみやかに

遜切な保存処甥.が災地された場合、少なくとら急速な

劣化からj立物をて}司、似行およびm物の鋭祭に支f;~を

きたすことがj~けられるであろう.

Aj'(lj;立物の保存処JlW、泌物の材質や.i!i存状態によ

リその )I法がiもなリ、鉄ÿ.~，よ本船でiliべた内容が基本

鉄器の保存処理工程

① 現状の観察および記H
災前j関 ，'Ij: J'f.. (処:PR，jiJ)

X線透過写真のt1t~彫

鋭~H己H(保存処f型カードに記入)

@ 保存処理の方針を検討

③保存処理と修復

よ .i，厄の除去

知町民リ

11見泡処JlI¥

乾 燥

減陀lJ)'tIlFr合佼(3 1111総リ;gして行なう。)

I，!t *決

J愛子半 ・修復

仕上げ(1<耐処JlJl) 

@ 保存処理I去の鋭祭

保存処.pP.1.量の・1).f!: 

定期的級友4

⑤ 保管および収総

位総白11の点検

的なものである.他の付n、すなわち木総、土務、組

物1't.i!i物;77釧日号、 1'l"JfJ~;;，、泌総など対象となる itI物

は幅広い。それだけに材'tt、劣化状態、巧・ij資料とし

ての鋭然がm要であり、保存処J.'1lにあたり々山学分野

からのお織とともに(1(;6，，:な処Jlllがなされねばならない。

考古遺物の保存処苅{を介めた仏市:科学の服史は比蚊的

iえいが、そのザ:際的研究li多般をきわめている。そう

したなかで各1早川分野との協力が憎まれる。

二子塚古ift:II -1二三必r~liiíì大 )J の似干:/:修復にあたり 、

新畑町教γf袋只会 ・ 同 liJ~'，ljぷ枚目IljlJ:らびに実際的な保

存処周!万針について、品モnlJ;]立文化I!~'研究所 ・ 遺物処

理ll:，をに指導とlIJr3を得た.記して訓立を泌する次第で

ある。(中川正人)

註 1 九山竜平「川ilt市:i!l分，lj加のjlj.評価jJ(r滋賀

文化財だよリ ，No.38J帥j銭TiV，t文化財保，漫協

会、 1980)

設 2 山崎~ニ rm3 市 ・ 銃砲町に必ける古tíH時代」

(fi益代県文化財;.r~1t 持t{守 ・ 第 5 mt"滋 T.i~県教

Yf'!i:n会、 1975)

設 3 溺勝 優 rm4 ポ . )L山f~ 凸む・'tJ (r:?引炎上中

町fのi!J'打、.I._rt，町教fr'!i:U会、 1970)
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